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総務文教委員会会議録 

 

開催年月日 令和 ３年 10 月 14 日（木） 場 所 議会委員会室 

案   件 調査第４号「市有財産について」 

出 席 委 員 宇治委員長、後藤副委員長、渋谷委員、石上委員、家入委員、黒岩委員 

欠 席 委 員  ― 事 務 局 鷲見 

オブザーバー  ― 傍 聴 者  ― 

説 明 員 
（令和３年度全国学力・学習調査結果について） 

亀渕教育部長、佐藤学校教育課長、松原主幹 

開 会 時 刻 １４時５４分 実会議時間   ０時間５０分 

  休 憩 時 間   ０時間３３分 

閉 会 時 刻 １６時１７分 延会議時間   １時間２３分 

次 回 日 程  令和３年 11 月 10 日を予定 

要 点 記 録 

＜概 要＞ 

○調査第４号「市有財産について」 

 ◇調査の冒頭、教育委員会より令和３年度全国学力・学習調査結果につ

いて報告を受けた。 

 調査第４号については各委員から意見を募り担当課資料要求、聴き取り

に向け検討を行った。以下、意見まとめ 

（１）未利用財産を含む市有財産の現状把握 

・未利用となっているものも含めた財産一覧の把握について 

・その周知方法（ウェブ、広報、現地での周知について） 

・優先的にあり方を見直す施設や売却等を行っていく予定など 

 

（２）売却の手法や維持管理、そのほか解体など 

・未利用財産については、財産を保有維持するだけでも維持管理費が継続

的に必要となってくるうえ、老朽化した建物が存在することで、その土地

を利活用できない状況においては、撤去を進める必要があり、撤去には解

体費が必要。売却するために行っていたインターネットの活用の経過と現

在について 

・需要がなく売却できない場合、維持管理費や修繕費、解体費などの財政

負担についての今後について 

 

（３）有効活用するに当たっての取り組み 

・未利用財産利活用検討委員会の現状について 

・市民サービスの向上につながるような活用方法の改善等の検討 

・財産について売却の手法、市民の利便性が向上するような有効活用につ
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いて、市民や民間事業者などからの意見を集約するような仕組み 

 

○次回委員会の開催日程について 

令和３年１１月１０日を予定し、担当部局からの資料については正副にお

いて今回の委員会の意見をまとめたうえで開催までに提出を求め、それを

もとに委員相互で意見交換を行う。 
 

以上、委員会会議録について富良野市議会委員会条例第27条の 

規定により、ここに署名する。 

            委員長  宇 治 則 幸 


